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SC全国ネットワーク 「都道府県連絡協議会」

　平成16年10月に県主導で連絡協議会を発足し、一部のクラブ関係者などで運営していましたが、県内のクラ

ブ数の増加と活動活発化に伴い、平成23年10月に会則を抜本的に改正、会員・会費制度の導入、総会・運営委

員会の明確化、自主事業の実施を柱とする新生「連絡協議会」が誕生し、SC全国ネットワークに加入しました。

　そして、クラブの発展のみにとどまらず、「新潟県内で活動する総合型地域スポーツクラブの円滑な運

営及び活動の定着と発展を促進し、地域住民のクラブライフを通じた健康・生きがいづくり、地域づくり

に寄与すること」を目的とし、目的達成のためクラブと県・市町村などとの「協働」推進に重点をおいて活

動しています。

3 連絡協議会の具体的な活動紹介

2 設立経緯

1 概　要
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5,000円／ 1クラブ　※加盟クラブ数35クラブ（県内46クラブ）

①総会

②運営委員会

③県研修会（平成25年度『北信越ブロッククラブネットワークアクション2013

　　　　　   の振り返り』、『クラブの情報交換』）

④地区研修会補助（上越、中越、下越の3地区に各2万円を補助）

35万5千円

会費：17万5千円（5,000円×35クラブ）

前期繰越金：18万円

〇年会費……………………

〇事業内容…………………

〇年間予算（平成26年度）…

新潟県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
〜行政とクラブが連携し県民のスポーツライフを支える〜

　当会の特徴は、事務局を置く県広域スポーツセンター（設置者：新潟県、運営者：県体育協会）との緊密

な連携によって活動を実施していることです。

　特に県（県民スポーツ課）の深い理解を得て県主催の市町村スポーツ担当者会議と連絡協議会総会を同日

に設定し、会議終了後には、市町村行政とクラブ担当者との合同の実務者研修会を開催。行政とクラブの

相互理解と情報交換による活動活発化に成果を発揮しております。最近では、スポーツ担当課以外の健康

対策課、児童家庭課からの参加も得て、健康づくり・介護予防分野や少子化対策分野との協働への手ごた

えを感じています。

　最大の行事である1泊2日の研修会は、広域スポーツセンターとの共催により県内各地を持ち回りで開催

しています。研修テーマなどの企画は協議会運営委員会で検討、事業費は広域スポーツセンターが負担、

主管クラブがホスピタリティを発揮するといったチームワークで例年80人程度が参加し、「同じ悩みがあ

ることが分かって安心した」「教室の参考となるいい話が聞けた」など好評を得ています。

　また、新潟県は広くなかなか全県的な活動がしづらい部分もあって上越、中越、下越という3地区で自

主的に地域ネットワーク（地区連絡協議会）の組織化を進めてきました。連絡協議会としては、地域での課

題解決などを図るため地区研修会補助金を交付し、活動を支援しています。
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　各クラブの会員満足度の向上はもちろんのこと、地域にとって必要とされるクラブとなるためには、

行政や地域住民の理解が不可欠であり、協働による事業受託は経営面、人材育成、社会的信用の向上に

有効です。県内の先駆的な取り組みをしているクラブと連携することで、多くのクラブがノウハウを学

べる環境づくりに取り組み、個々のクラブの質的向上、自立化を支援し、県民の豊かなスポーツライフ

を支える組織として活動していきたいと考えています。

4 今後の展望

新潟県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会事務局
〒950-0933　新潟県新潟市中央区清五郎67番地12 デンカビッグスワンスタジアム内

　　　　　　 公益財団法人新潟県体育協会内

TEL：025-287-8600　　FAX：025-287-8601

E-mail：info@niigata-sports.net

5 連絡先


